
日南町第４回定例29年６月16日
────────────────────────────────────────
　　　平成29年　第４回（定例）日　南　町　議　会　会　議　録（第２日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年６月16日（金曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年６月16日　午前９時開議
日程第１　議案第47号　日南町手数料条例の一部改正について
日程第２　議案第48号　平成29年度日南町一般会計補正予算（第１号）
日程第３　議案第49号　平成29年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
日程第４　議案第51号　平成29年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
日程第５　平成29年請願第１号　テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する請願
書
日程第６　平成29年陳情第４号　地方財政の充実・強化を求める陳情
日程第７　平成29年陳情第５号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
をはかるための、2018年度政府予算に係る意見書採択の陳情書
日程第８　平成29年陳情第３号　農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書
日程第９　発議第８号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出について
日程第10　発議第９号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、2018年度政府予算に係る意見書提出について
日程第11　議員派遣の件
日程第12　委員会の閉会中の継続調査について
（議会運営委員会の調査）
（総務教育常任委員会の調査）
（経済福祉常任委員会の調査）
（議会広報常任委員会の調査）
（中心地域整備に関する調査特別委員会の調査）
（行政調査特別委員会の調査）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　議案第47号　日南町手数料条例の一部改正について
日程第２　議案第48号　平成29年度日南町一般会計補正予算（第１号）
日程第３　議案第49号　平成29年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
日程第４　議案第51号　平成29年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
日程第５　平成29年請願第１号　テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する請願
書
日程第６　平成29年陳情第４号　地方財政の充実・強化を求める陳情
日程第７　平成29年陳情第５号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
をはかるための、2018年度政府予算に係る意見書採択の陳情書
日程第８　平成29年陳情第３号　農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書
日程第９　発議第８号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出について
日程第10　発議第９号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、2018年度政府予算に係る意見書提出について
日程第11　議員派遣の件
日程第12　委員会の閉会中の継続調査について
（議会運営委員会の調査）
（総務教育常任委員会の調査）
（経済福祉常任委員会の調査）
（議会広報常任委員会の調査）
（中心地域整備に関する調査特別委員会の調査）
（行政調査特別委員会の調査）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（11名）
　　　　　　２番　山　本　芳　昭君　　　　　　３番　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　４番　荒　木　　　博君　　　　　　５番　近　藤　仁　志君
　　　　　　６番　惠比奈　礼　子君　　　　　　７番　久　代　安　敏君
　　　　　　８番　大　西　　　保君　　　　　　９番　足　羽　　　覚君
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　　　　　　10番　古　都　勝　人君　　　　　　11番　福　田　　　稔君
　　　　　　12番　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（１名）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　岩　崎　昭　男君　　書記　───────　井　川　夏　実君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　増　原　　　聡君　　副町長　──────　中　村　英　明君
教育長　──────　丸　山　　　悟君　　総務課長　─────　高　見　正　司君
企画課長  ─────　木　下　順　久君　　教育次長　─────　安　達　才　智君
住民課長　─────　淺　田　雅　史君　　病院事業管理者　──　中　曽　森　政君
農林課長　─────　久　城　隆　敏君　　病院事務部長　───　古　井　　　聡君
建設課長　─────　財　原　　　積君　　福祉保健課長　───　梅　林　千　恵君
保育園長　─────　田　邊　陽　子君　　会計管理者　────　花　倉　幸　江君
農業委員会事務局長　　伊　田　英　寿君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時００分開議
○議長（村上　正広君）おはようございます。
　ただいまの出席は１１名であります。定足数に達していますので、第４回日南町議会定
例会を再開いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　タブレットの追加議案ファイル１ページをお開きください。
　中心地域整備に関する調査特別委員会委員長及び行政調査特別委員会委員長より委員の
派遣について承認の要求があり、日南町議会会議規則第７４条の規定により、承認したの
で、１ページから２ページのとおり報告をいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　議案第４７号
○議長（村上　正広君）タブレットの報告議案ファイルをお開きください。１７ページか
ら、日程第１、議案第４７号、日南町手数料条例の一部改正についてを議題とし、前回の
議事を継続いたします。
　本案に対する質疑は前回行いましたが、ここで質疑漏れがあれば、これを許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第１、議案第４７号、日南町手数料条例の一部改正についての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第４７号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　議案第４８号　及び　日程第３　議案第４９号
○議長（村上　正広君）タブレット１９ページから、日程第２、議案第４８号、平成２９
年度日南町一般会計補正予算（第１号）、日程第３、議案第４９号、平成２９年度日南町
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、以上、平成２９年度補正予算関係２議案を一
括議題として、前回の議事を継続いたします。
　各案に対する質疑は前回行いましたが、ここで質疑漏れがあれば、これを許します。
　なお、質疑のときは議案番号をお示しの上、御質疑をお願いいたします。
　久城農林課長。

ページ(2)



日南町第４回定例29年６月16日
○農林課長（久城　隆敏君）失礼いたします。議会初日におきまして日南町繰越明許費、
この件で御質問いただいております。それで、十分な回答ができておりませんので、改め
て回答のほうをさせていただきます。
　案件につきましては、森林保全総合対策事業費についてでありますけれども、昨年１１
月１０日に開催いたしました全協におきまして、平成２９年２月着工ということで、本年
８月には完了予定ということで報告をさせていただいておりました。その件でありますけ
れども、当該事業につきまして、交付決定が県から３月３日に来ておりまして、事業主体
への交付決定が３月７日と、非常におくれました。その関係で、選別機につきましても発
注後の製作ということでもあり、事業計画時に予定していたより設置完成が長引く、期間
延長が必要となったものでございます。選別機の設置完成は一応、業者のほうから１１月
末にはできるのではないかという連絡は頂戴しておりますけども、いわゆる不測の事態も
想定いたしまして、最大限の期間におきまして繰越明許のほうの予定を入れさせていただ
いたものであります。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）補正予算の、まず、債務保証のことで、先般、総務教育の
常任委員会で小水力発電の説明資料、全議員に送っていただきました。私、一つ気になる
のは、以前も申し上げましたけども、これだけ大きな復旧工事ですよね、ＦＩＴの再生可
能エネルギー買い取り制度に乗れないか、経産省とも交渉してみる必要があるじゃないか
と。売電単価がそれによって変わってくるわけで、やはりこれから維持管理もずっと続く
と思うんですよね、発電機も含めて、全体の施設改修も当然老朽化に伴って必要になって
くると思うけども、やっぱりより有利な売電を考える必要があるじゃないかというふうに
も思いますけども、その点について、発電公社の理事長、町長、されているわけですけど
も、検討されているのかどうなのかお聞きしたいと思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今の質問でありますけど、大変積極的な発言だというふうに認識
をしております。ことしがいわゆる売電単価の見直しの時期となっております。ちょうど
１０月に見直しになっておりますので、現在の設備の更新ではＦＩＴには該当しないとい
うふうに言われておりますけども、いわゆる資本投下したものについては、当然それを反
映した売電単価を見直すということであります。今、１２円ちょっとだったと思いますけ
ども、これが多分上がるのではないかというふうに思っております。今、私どもも鳥取県
の小水力発電協会の会長ということになっておりますし、中国地方の副会長ということに
もなっておりますので、直接今度は中国電力と話ができるというふうに思っておりますの
で、今のお話も、そして、これから将来的に、仮に今回、仮にの話でありますけど、例え
ば発電機あたりが障害を受けておるということがあれば、当然そういうことになるとある
程度大規模な改修、そうしますと当然ＦＩＴに乗せていくということを考えないといけな
いと思っておりますので、多方面にわたって中国電力と積極的な交渉をしていきたいとい
うふうに思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）一般質問の、タブレットでは５０ページ、林業成長産業化
モデル事業ですけども、このモデル事業の中で山林の寄附を募集をするという取り組みが
進められます。この補正予算では、不在村地主山林集約化事務を進められる。こういった
集約化の話を進められる中で、寄附をしたいとかという話も出てくる可能性もあると思う
わけですけども、町が寄附を受けられるのは、全ての山林ということなのでしょうか、条
件がつくのでしょうか。条件がつくとすれば、どういう条件なのか説明いただきたいと思
います。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、寄附の申し出をしていただいとる方も何人かいらっし
ゃるということで、それは森林組合が組合員の方を対象に実施されたアンケート調査、６
割強の方が回答されとる中で、そういったような方がいらっしゃるということを聞いてお
ります。ただ、その中には寄附の対象が町であるのか、あるいは森林組合なのか、あるい
は隣接する山の所有者なのか、そのあたりまでの確認ができておりません。今後、そうい
ったような寄附のお申し出をいただいておる方々にいわゆる直接お邪魔したり、あるいは
電話で済むケースもあるかもしれませんけども、そういったような形で聞き取りをさせて
いただいて、いわゆる方針のほうは決定していきたいというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）どういう条件というふうなことでありますので、いわゆる一つ、
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一番寄附として受け入れないのが、例えば抵当権を設定されてる山林等についてはなかな
か寄附をいただくということはできないというふうに思っております。ただ、持ち分であ
るとか、それから、例えば分収造林の持ち分であるとか、そういうふうなものにつきまし
ては、周辺の方々の施業等に非常に有益であるというふうに思っておりますので、そうい
うものにつきましては積極的に寄附を受け入れたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）抵当権以外のものについては条件をつけないというふうに
理解をしてよろしいでしょうか。先般、寄附採納の審査会も開かれておりますけども、そ
こでも確認はされたということで理解してよろしいですか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）審査委員会というのを設けまして、今後そういう案件につきま
しては、一応審査の内容をしっかりした形で実際の行為に移りたいというふうに思ってお
りますので、いろんなケースがあるというふうに思っておりますので、今申し上げました
抵当権もあるでしょうし、それ以外の案件も、内容も委員会の中では区分的には設けてい
きたいというふうに思っておりますので、最終的には町が寄附を受けて、将来的に、どう
いいましょうか、負担にならないっていうようなことも含めて考えていきたいというふう
に思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）今の副町長の答弁ですと、その審査会できちんとした基準
が決まってないというふうに受けとめるわけですけども、募集をされる時点で、こういっ
た条件で受けますよということも明示されないと余計な不安や混乱を招くおそれもありま
すので、その辺は早急に対応して募集をしていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）言われるとおりであります。特に、相続が山の場合にはほとんど
行われてないという実態があります。今、実際には具体的な事務としては、司法書士の方
と森林組合と町とで協議をして、こういうケースの場合にはこういう書類を提出していた
だこうと、そろえていただこうというふうなことで案内を出すような手順を踏んでおりま
す。どちらにしても、なかなか相続等がやっぱり非常に難しいという実態がありますの
で、せめてそこまではしていただいて、こちらのほうでいわゆる相続書面の印鑑をもらう
ものを押しておいて、当事者の方に相続を、文書をそろえていただいて、職権登記をして
いくというふうな運びに進めたいというふうに思っておりますので、副町長が申しました
ように、ケース・バイ・ケースでいろんなケースがあるというふうに思っておりますけど
も、それぞれ一つ一つ丁寧に当該の方に説明ができるようにしていきたいというふうに思
っております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）同じく補正予算の林業成長産業化モデル事業について、再
度質問いたします。まず、委託料で林業アカデミーのカリキュラムを策定をしてもらうと
いうことで、実際には平成３１年度の開講を目指すという工程表になっています。同僚議
員も質問されましたけど、まず、学校教育法上の学校ではないということの確認と、それ
と、このアカデミー林業学校の設置者及びその運営主体は、町が直営でやるのか、あるい
はどこかに委託するのか、そういうこの運営方針も含めて、構想をお聞かせ願いたいし、
それと、現在の農林業研修制度、特に、林業アカデミーということになると重複する事業
になるわけです、実際上ね。とすれば、林業研修生はどのように平成３１年度から対応さ
れるのか、これについての基本的な考え方、これをお聞かせください。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）まず最初の学校の形態でありますけども、いわゆる学校教育法に
よるものではないとしたいというふうに思っております。また、運営主体でありますけど
も、当然森林組合であるとか、例えばグリーンシャインさんだとか、いろいろなところも
絡んでいただきますけども、ある程度責任を持った人を預かるということになってきたと
きには、やはり公的なということで、日南町というものが当面の間、運営主体というふう
に考えたいというふうに思っております。そうでないとなかなか補助的なものも難しいと
いうふうに思っておりますので、そういうふうに考えております。
　それと、３番目の林業の後継者でありますけども、今、エナジーでやっておりますとこ
ろの林業の部分については、今度はアカデミーのほうに移行するというふうに考えており
ますので、ある意味では、そちらのほうについては場合によっては縮小というふうなこと
を図っていきたいというふうに思っております。
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○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）関連して、この重点プロジェクトの概要というのを、７本
ですね、上げておられます。例えば大建工業など、いろんな情報、新聞記事も送っていた
だきましたけども、私は、全体としてこの事業の中で日南町で雇用がどれだけふえるのか
と。主伐、間伐含めて伐期が来ている、対応しなければならないということですが、そう
いう目標ですよね、それを、どこかに２０人とかいう数字もあったような気がしますが、
民間のいろんな、大建工業なども含めて、実際に大建工業の製品が商品化されるという中
で、じゃあ、地元ではどういうふうなことになっているのかとか、そういう、この事業全
体でどれだけ雇用がふえるのかという目標数値を示していただきたいなというふうに思い
ますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、町のほうの方針といたしましては、いわゆるこれで林
業後継者、まず３０人を確保したいというふうに考えております。先般も、大建工業も交
えまして町内の企業の皆さん、森林組合、協議をさせていただきました。いわゆる大学運
営に関してもインターンシップの導入等々について、大建工業としても積極的に協力して
いきたいというふうに言っていただいております。あと、まだ確定ではありませんけれど
も、民間企業もいわゆる参入を検討してみたいというようなことも言っていただいてお
り、そういったような中で幅広い、とにかく人材を求めて、山林でのいわゆる働いていた
だく方、あるいは林業関係の企業で働いていただく方、そういったような形での、いわゆ
る山林関係の従事者をふやしていければというふうに考えておるところであります。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）そういう目標数字を持っておられるというのはわかりまし
たが、もう１点、ちょっと気になるのが、ウッドカンパニーですよね。ウッドカンパニー
は木材を製品化している会社ですけども、新しいこの事業、プロジェクトにはほとんど触
れておられません。ＣＬＴとかＬＶＬとかいうのを林野庁も推奨はしていますが、やっぱ
りムクを製品化しているウッドカンパニーも含めて、この事業の中で、将来的な展望も含
めて検討をされていくべきじゃないかなと。非常に経営も厳しいという、実際、従業員の
皆さんからもなかなか大変だという状況も一部お聞きはしていますけども、やっぱりそう
いうときだからこそ、ムク材も本当に林業の町として総合的に事業を展開していくことも
検討されるべきじゃないかというふうに思いますけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ウッドカンパニーにつきましては、いろいろこの議会の中でも何
回か話があったりしております。今年度の春には閉鎖されるのではないかというふうなこ
ともいっとき、ウッドカンパニーさんのほうなり、一番大きい株主である森林組合さんの
ほうからもお聞きしていたわけでありますけども、今の状態を見ますと、私どもも森林組
合なりウッドカンパニーからも話を聞いておりますけども、営業ということをやったとき
に、これまで余り営業努力というふうなことにかまけておったということではないと思う
んですけども、余りやってなかったところが、周辺の中のいわゆる製材所がどんどんどん
どん廃業される中で、やはり製材所というものに対するニーズが非常にあるということ
で、現在は日曜日でも営業しないと間に合わないという状況になっております。それがも
うかっているのか、利益率は少ないのかということはちょっと別にしましても、そういう
ことでなかなか今、途中ではやめることはできないというふうに聞いております。
　ただ、やはり議会でも多分皆さん方も同じ意識だと思いますけども、木材の町といいな
がら、製材所が一つもない町というのが果たしていいのかなというふうなことを考えたと
きには、やはり製材所は何らかの形で必要だろうというふうに思うわけであります。
　特に今回の重点化の中では、これも最初の中の話でありまして、これがどんどんどんど
ん進んでいけば、いろんな話が実はやってくるわけです。具体的には、例えば今、先ほど
久城課長のほうが民間企業というふうなことの参入というふうなことも言いましたけど
も、いわゆる不燃化、それから防水化というふうなことで、ガラス繊維化を活用した木材
の加工というふうなことも、加工会社というのも日南町に触手を伸ばしてこられておりま
す。そういうふうなところを考えていくと、今度は今のウッドカンパニーのムク材という
のもまた違った意味で活用ができるというふうに思っておりますので、そういうことの中
でやはりウッドカンパニーのほうも一緒になって重点化、成長戦略化を進めていきたいと
いうふうに思っております。ただ、面積的な部分とか、それからもう一つは、先ほど議員
もおっしゃいましたように、経営的な資本の問題等もあるというふうに思っておりますの
で、その辺はまたウッドカンパニーや森林組合とも協議をしながら、何らかの発展的な方
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向へ向けていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）ウッドカンパニーはやはり乾燥機が、もう最近は全部乾燥
材での対応になっていることから、乾燥機のなかなか更新もできないというふうなことも
あって、このモデル事業の中で、ソフトが１，０００万、ハードが９，０００万というふ
うな概略の説明が町長からあったわけだけども、例えば林業のモデル事業全体の中で、そ
ういう既存の会社もやっぱりしっかり支えていくことも、検討を具体的に進めていただき
たいなと私は思うんですけども、片方で新しい製品を開発するのは確かにいいですよ。い
いですけども、やっぱり一定の需要があって、今ちょうど繁忙期で忙しい製材をされてい
る状況なわけで、それもしっかり検討していってほしいというふうに思いますので、よろ
しくお願いします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほども申しましたけども、今のこの事業自体が成長産業化とい
う話をしたときに、やっぱり何らかの新技術というふうなものを加えないといけないとい
うふうな基準があっております。当然高性能機械等は、いわゆる省力化とか多面積化とい
うふうなことも図れるというふうな改良の余地があるわけでありますので、先ほど申しま
したように、例えばガラス繊維化する形で、そういう製品をつくるんだということでの、
余り大きな声で言えませんけども、乾燥機の更新あたりが可能であれば、そういうふうな
こともやはり考えていって、既存の企業を伸ばしていくということを考えていきたいと思
っておりますし、やはり一番大きいことは需要を伸ばしていくというふうなことでありま
すので、幅広に考えて前向きに検討していきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　討論、採決は議案ごとに行います。
　日程第２、議案第４８号、平成２９年度日南町一般会計補正予算（第１号）の討論を許
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第４８号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　日程第３、議案第４９号、平成２９年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）の討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第４９号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　議案第５１号
○議長（村上　正広君）タブレットの追加議案ファイル３ページをお開きください。
　日程第４、議案第５１号、平成２９年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第１
号）を議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第５１号、平成２９年度日南町簡易水道事業特別会計補正予
算（第１号）であります。歳入歳出予算の補正でありまして、歳入歳出予算の総額にそれ
ぞれ４４０万を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億８，１５１万７，０００円と
するものでございます。
　内容といたしましては、補正額としまして４４０万、歳入につきましては、基金からの
繰入金を予定をしております。これによりまして、簡易水道基金の残額が１億１，０００
万程度になるというふうに思っております。歳出といたしましては、簡易水道事業に

ページ(6)



日南町第４回定例29年６月16日
４４０万であります。これは先般、御迷惑をかけました山上地内の笠木地区の簡易水道施
設のポンプ故障により、この設備を復旧するものでありますし、また、ことしの冬だった
と思いますけども、神戸上の簡易水道の漏水により給水に支障が生じたため、あわせて今
回、その施設管理も整備をするものでございます。
　詳しくは担当課長のほうから説明させますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）そうしますと、担当します建設課のほうから、タブレットの
８ページ以降、補正予算の説明書から御説明いたします。
　最初に８ページのほうで、今回の補正に際しまして、歳入項目として繰入金から４４０
万円、補正後が６，４３８万７，０００円となります。
　次のページ、９ページは歳出で、業務費のほうに４４０万円を追加しまして、
６，２３３万９，０００円となります。
　歳入の明細として、タブレットの１０ページになります。先ほど町長も申しましたとお
り、歳入の繰入金の財源は、簡易水道基金から４４０万円を繰り入れるものとしておりま
す。
　次の１１ページに歳出の明細であります。業務費の明細は、簡易水道の事業の施設管理
費ということで４４０万円を追加して、６，２３３万９，０００円。支出の項目は需用費
の施設の修繕料、それと備品購入費として２０万円、合わせて４４０万円となっておりま
す。
　補正に係ります詳細な説明は、タブレットの１３ページになりますが、説明資料で、ま
ず１つが、今週、６月１１日の日曜日からですが、笠木の簡易水道の取水ポンプが故障し
たことによりまして給水に支障が生じたということとあわせまして、本年の１月３０日に
神戸上の簡易水道で漏水がありまして、一時夜間断水をしてるということがありまして、
急遽修繕料を計上してるものです。修繕料の最初に上げております取水ポンプと揚水管取
りかえは笠木簡易水道に係るもの２７０万円、下段の配水池水位計の更新は、神戸上の配
水池の故障しております水位計を更新するものです。備品購入費で上げております給水タ
ンク１．５トンは、今回、笠木の緊急対応ということで運搬給水ということを行っており
ます。町のほうには３トンのタンクしかありませんでして、お隣の日野町のほうから急
遽、１．５トンを借りたということもありまして、これからの緊急対応に１．５トンのタ
ンクを追加で備えつけたいということとしております。財源は、先ほども御説明いたしま
したが、簡易水道の基金から４４０万円を繰り入れるということにしております。
　詳細につきまして、次の１４ページに説明図をつけております。この件につきまして
は、先般、１４日の経済福祉の常任委員会で途中経過ということで報告させていただいて
おります。状況としましては、右側の写真で工程をお示ししておりますが、１番目の写真
で、こういったトラック２台にタンクを乗せて、取水ポンプが動かなくなったということ
で給水を、茶屋の隣の簡易水道の水道水から、配水池に加えて対応してたということで
す。２番目の写真以降は緊急修繕ということで、取水ポンプを取りつけてます揚水管、そ
れと、その先端にありますポンプを引き抜いて代替のポンプを仮設ということで、昨日、
一応、配水池のほうへ水が、仮設で上げられるところまで復旧して、現在は給水に支障は
生じておりません。
　先般、委員会で御説明しましたときには、笠木のほうの修繕費として２１０万円を見込
んでいるということで中途経過で御報告いたしましたが、この抜き上げの作業で、写真で
見ていただきますと赤枠で囲っている揚水管の腐食が激しくて、これを取りかえる必要が
あるということで、在来のものは鋳鉄管でコーティングしたような製品ではありますが、
現在は銑鉄管で、こういったさびがつかないようにというようなことで、若干費用的には
高くはなりますけども、銑鉄管に交換したいということで、説明時から６０万円ほど上乗
せして、今回、補正予算の提案をいたしておりますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）取水池や配水池等の事故ということですけども、ふだんの
水道関係のパトロールですよね、点検活動、これはどのようにされているのかという、比
較的重大な事故ではなかったわけだけども、それぞれ一生懸命対応されているとは思いま
すが、ふだんの点検活動について、その職員の体制も含めて、お聞きしておきたいという
ふうに思います。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）簡易水道施設の点検ということで、そのパトロールの対応状
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況ということではありますが、基本的に簡易水道施設に関しては、水道の安全ということ
もあって、給水してる水の検査項目とか、それと、消毒に際します滅菌剤、そういったも
のの補給とか、そういった定期的なものがありますので、常時定期的に職員が回るという
ような形にはしております。上下水道の職員のほうでも、主たる担当だけでなく、今、臨
時採用でも来ていただいてる方等もできるように、定期的に施設点検というものは現在も
複数の人間ができるようにということで行っております。
　それ以外に、今回のものに関しましては、配水池の水位が低下したということで、自動
の連絡通報ということができるように、複数の職員の携帯のほうに連絡が行くような設定
にしております。
　追加でありました神戸上の件につきましては、そのときに水位計が壊れているというこ
とがあって、早期に故障が生じてるという判断ができなかったということで、そういった
通信機器も使いながら、常時、施設、水の給水に支障がないようなパトロール等の体制を
とっております。
○議長（村上　正広君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）先ほどの簡易水道の件ですが、今現在は仮設で給水をしと
ると、くみ上げてると、揚水というふうに伺いましたが、実際、今度新しくつけるポンプ
で、新しい管は腐食対応するためにステン管でするということでありますけど、今の仮設
ポンプで今、状態が足りとるわけですけども、今度新しくするポンプのこの能力というの
をちょっと教えてください。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）仮設ポンプの能力ということであります……。
○議員（４番　荒木　　博君）仮設じゃない。
○議長（村上　正広君）新しいやつ。
○建設課長（財原　　積君）新設の能力のポンプは、新しいものは３．７キロワットとい
う規格で今手配をしております。仮設ということでありますが、最小限の給水量を今確保
しているものは２．２キロということで、それで最小限の給水は対応できますけども、余
裕がないということで、今、発注ポンプは３．７キロという規格で手配をしております。
○議長（村上　正広君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）３．７キロで、実際には井戸の深さが何メーターあって、
どのくらいの水位のところにポンプを設置するようになるんでしょうか。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）図面に、ちょっと見づらくて申しわけありませんが、説明資
料の左下のところにバッテンをつけておりますけども、今のところ、このポンプの水位
は、上から６０メーターの位置にポンプをセットしとるということであります。それに加
えて、あと、浄水場の取水位から配水池まで送り上げるという高低差を加えますと、約
１００メーターが必要だということで、能力のほうはコンサルタントもチェックいたしま
して決定しております。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）この当該取水ポンプの経過年数と、それから、大体耐用年
数はどれぐらいのものか、また、日南町は各地にこういった水源の水道のあれがあるわけ
ですけど、そういったもんの耐用年数と経過年数など、十分チェックされているのか伺い
ます。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）ここの笠木地区の簡易水道は営農飲雑事業で、データ的には
平成７年から運用開始というふうにしております。その途中に、このポンプは１２年ごろ
に一度交換をしております。それから、このポンプにつきましては１７年程度の経過とい
うことでありまして、通常の、耐用年数という、減価償却とかそういったものでいけばも
っと短いんですけれども、それなりにもった機器だというふうに考えております。
　次に、町内にこういった井戸の取水源ということであっております。実は、年明けにも
一度、同様なことで花口のほうでもポンプがダウンしたということで、このときには今あ
る修繕料の中で対応ができたということがありますけれども、これから経過年数がかなり
たってるものも出てきておりますんで、先般、資産台帳も整理しとるということがありま
すので、そういったものを照らし合わせて、ある一定の期間になったら交換をして、予備
のポンプとして持つというような二重な対策を図っていきたいというふうには考えており
ますが、詳細についてはちょっとこれから中のほうで検討させてください。
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
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　これより討論、採決を行います。
　日程第４、議案第５１号、平成２９年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第１
号）の討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第５１号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第５　平成２９年請願第１号　から　日程第７　平成２９年陳情第５号
○議長（村上　正広君）タブレット１５ページから、日程第５、平成２９年請願第１号、
テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する請願書、日程第６、平成２９年陳情第
４号、地方財政の充実・強化を求める陳情、日程第７、平成２９年陳情第５号、教職員定
数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１８年度政府予算に
係る意見書採択の陳情書、以上、各請願及び陳情は、さきに総務教育常任委員会に審査を
付託していますので、委員長に委員会における審査の経過及び結果について報告を求めま
す。
　総務教育常任委員会委員長、山本芳昭議員。
○総務教育常任委員会委員長（山本　芳昭君）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　請願審査報告書
　先に、本委員会に付託された平成２９年請願第１号「テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）
の創設に反対する請願書」につき、審査の結果を報告する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町議会　総務教育常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山　本　芳　昭
　日南町議会議長　村　上　正　広　様
審査の経過及び結果
　本委員会は、平成２９年６月１４日に委員会を開催し、慎重審議した結果、次の理由に
より賛成少数をもって不採択と決定した。
理　　由
　国際的に協力し、組織的で重大な事件を未然に防ぐためにこの法案は必要である。
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　陳情審査報告書
　先に、本委員会に付託された平成２９年陳情第４号「地方財政の充実・強化を求める陳
情」につき、審査の結果を報告する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町議会　総務教育常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山　本　芳　昭
　日南町議会議長　村　上　正　広　様
審査の経過及び結果
　本委員会は、平成２９年６月１４日に委員会を開催し、慎重審議した結果、次の理由に
より全員一致をもって採択と決定した。
理　　由
　国に対して、地方財政の充実を求めるのは妥当である。
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　陳情審査報告書
　先に、本委員会に付託された平成２９年陳情第５号「教職員定数改善と義務教育費国庫
負担制度２分の１復元をはかるための、２０１８年度政府予算に係る意見書採択の陳情
書」につき、審査の結果を報告する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町議会　総務教育常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山　本　芳　昭
　日南町議会議長　村　上　正　広　様
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審査の経過及び結果
　本委員会は、平成２９年６月１４日に委員会を開催し、慎重審議した結果、次の理由に
より全員一致をもって採択と決定した。
理　　由
　教育の機会均等と水準の維持向上のためには、国による財源保障の充実が必要である。
　　　　───────────────────────────────
　以上です。
○議長（村上　正広君）これより委員長報告に対する質疑を許します。
　質疑のときは、請願または陳情番号をお示しの上、質疑をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　討論、採決は、各請願、陳情ごとにこれを行います。
　日程第５、平成２９年請願第１号、テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する
請願書の討論を許します。
　まず、本請願を不採択とする反対者からの発言を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）私は、本請願第１号を不採択とされたことに対して反対の
討論を行います。
　御承知のように、ちょうど常任委員会が開かれた１４日、本国会は、法務委員会を取り
やめて、中間報告ということでいきなり参議院の本会議に提出するという暴挙に出まし
た。中間報告ということは、本当に審議時間がまだ足らないと、したがって中間報告をし
たいというのならわかりますけども、いきなり本会議で採決するという暴挙に出たわけで
あります。
　この組織犯罪防止法の改正案の一番の問題は、テロ等準備罪ということになっています
が、実際にはこれは共謀罪の要綱を加えた大改悪であります。テロ等ということは、この
法案を改正するためにあえて取りつけた言葉であって、今、現行の、日本は１３本条約に
加盟していて、テロの防止の条項はもう１３本入ってるわけですよね。今、国際的なテロ
のということも言われましたけども。そして、なお条文を読んでみると、組織的犯罪集
団、いわゆる犯罪集団とは何かという定義がなされていないし、実際、この間、国会でも
金田法務大臣は全く答えようとしませんでした。したがって、犯罪集団という定義が明確
にないということは、いわゆる一般人と犯罪集団との区別もつかないわけです。審議が深
まっていく中で、結局、一般人も、全ての国民が監視の対象になるいうことです。いろい
ろと国連の人権理事のケナタッチさんも、プライバシーの侵害、思想信条の問題があると
いうことで質問状を送っているのに、抗議しかしてない、質問にまだ回答していない、そ
ういう状況です。やがて国連では、このことが問題になっていくでしょう。全く恥ずべき
態度を安倍自公政権はとってるというふうに思います。
　しかし、結果的には採決されたわけですけども、本当にこの法案を通したいなら、もっ
と審議時間をつくって、国会を延長してでも十分国民が納得のいく審議を尽くすべきでは
なかったかというふうに思います。あえて中間報告、本会議議決ということで共謀罪を成
立させた。私はこの法律を廃案に向けて再び頑張っていくという決意を申し上げて、反対
の討論といたします。
○議長（村上　正広君）次に、本請願を不採択とする賛成者からの発言を許します。
　４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）請願第１号について、私は委員長報告に賛成の立場で討論
いたします。
　昨日、この法案が採決されたわけでありますけども、日本も、テロが世界中、例えば中
東であるとかヨーロッパで、テロがいろいろ言われておりますが、日本国でも過去に、例
えば連合赤軍の事件、「よど号」のハイジャックとか、テルアビブの空港乱射事件とか、
たくさん起きております。もちろん、オウム真理教の地下鉄サリン、松本サリンという大
きな、大変な事件が起きているわけです。私はもっと早い時期、もうこの法案を成立させ
るべきであったというふうに思っております。この法案ができたおかげで、この法律、全
てではないですけども、テロ組織とか、その犯罪に対して少しでも抑止力が働くんではな
いかというふうに考えております。
　よって、私はこの法案の可決に賛成をいたしまして、委員長報告に賛成をいたします。
○議長（村上　正広君）次に、不採択とすることに反対者からの発言を許します。
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　３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）先ほど、両者の議論もありましたけども、まず、政府がこ
の法律の根拠にされております国際組織犯罪防止法の批准のためにこの法律が必要だって
いう解釈でありますけども、国際組織犯罪防止条約の締結のためには、今回の法律は全く
必要ないということであります。その条約の中にも、テロ対策ではなくて、マフィア等の
経済犯罪、資金対策あるいは人身売買等のマフィアの対策であって、テロ対策が目的では
ないということは明確に国際的な見解が統一されております。そういうことからして、ま
ず、テロ等準備罪っていうのは、全く今回の条約批准とは関係のないということが明らか
であります。
　それと、先ほどもありましたけども、ハイジャックとかサリンとかありますけども、ハ
イジャック防止とかサリンとか、その他の犯罪、組織的破壊活動等についての法律という
のは既に国内法で整備されておりまして、現行法上でも、その実行に至る前の予備罪ある
いは準備罪、共謀罪、こういったところが既に６５本、法律で整備されております。犯罪
実行の前でも予備罪、準備罪、共謀罪ということで処罰されるということになっておりま
す。そういうことからしても、このテロ等準備罪があえて必要ないと。２７７の犯罪を明
記されておりますけども、そこまでの必要はないというふうに思っております。
　この２７７の犯罪、先ほどもありましたけども、一般人と犯罪集団との境が明確ではあ
りません。一般人であっても、一般人のグループであっても、その活動の途中で犯罪集団
に一変するかもしれないということが言われております。ですから、例えば、資金調達を
一般人がしておって、そのことがその時点でも既に捜査対象になり得る。いつ犯罪組織に
変わるもかわからないということですから、捜査対象になります。
　例えば、例題として上げられておりましたけども、何人かがグループで何月何日に山に
コウタケをとりに行きましょうっていう話をしたときに、この時点でもう警察は捜査の対
象として見られるわけであります。そのグループがいつ組織犯罪に豹変するかわからない
ということでありますから、そういったところで一般社会、一般生活に大きな影響を与え
る可能性がありますし、プライバシー、人権の侵害にもつながると思っております。
　最初にも言いましたけども、この条約批准を御旗に掲げたこういった法律は全く必要な
いということでありますし、一般社会、一般生活に不安や脅威を与えるということで、こ
の法案は必要ないと考えまして、不採択したことに反対をいたします。
○議長（村上　正広君）次に、賛成者からの発言を許します。
　１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）私は、委員長報告のとおり、賛成としてお答えします。
　テロ防止として、国民の生命や安全を守るための、必要な法律だと私は思っておりま
す。簡単に申し上げます。以上。
　これで、国会のほうは、これ通っておりますので、今、ここであれこれ言って、またこ
れが廃止論に持っていくという話でありますが、これは、場が違うと思いますので。
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　請願第１号の委員長報告は、不採択であります。よって、採決は、請願の原案について
行います。
　本請願を採択とすることに賛成の議員の起立を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔賛成者起立〕
○議長（村上　正広君）起立少数であります。よって、本請願は、委員長報告のとおり不
採択とすることに決定をいたしました。
　日程第６、平成２９年陳情第４号、地方財政の充実・強化を求める陳情の討論を許しま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　陳情第４号の委員長報告は、採択であります。
　本陳情は、委員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本陳情は、委員長報告のとおり
採択とすることに決定をいたしました。
　日程第７、平成２９年陳情第５号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１
復元をはかるための、２０１８年度政府予算に係る意見書採択の陳情書の討論を許しま
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す。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。陳情第５号の委員長報告は、採択であります。
　本陳情は、委員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本陳情は、委員長報告のとおり
採択とすることに決定といたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第８　平成２９年陳情第３号
○議長（村上　正広君）タブレット１８ページ、日程第８、平成２９年陳情第３号、農業
者戸別所得補償制度の復活を求める陳情書。
　本陳情は、さきに経済福祉委員会において審査を付託していますので、委員長に委員会
における審査の経過及び結果について報告を求めます。
　経済福祉常任委員会委員長、坪倉勝幸議員。
○経済福祉常任委員会委員長（坪倉　勝幸君）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　陳情審査報告書
　先に本委員会に付託された「平成２９年陳情第３号、農業者戸別所得補償制度の復活を
もとめる陳情書」につき、審査の結果を報告する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町議会　経済福祉常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　坪　倉　勝　幸
　日南町議会議長　村　上　正　広　様
審査の経過及び結果
　本委員会は、平成２９年６月１４日に委員会を開催し、慎重審議した結果、次の理由に
より賛成少数をもって不採択と決定した。
理　　由
　米の直接支払い交付金は来年から廃止が決まっているものの、経営所得安定対策が定着
している今日、農業者戸別所得補償制度の復活を求めるのは、農政の混乱を招く。
　　　　───────────────────────────────
　以上であります。
○議長（村上　正広君）これより委員長報告に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第８、平成２９年陳情第３号、農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書の
討論を許します。
　まず、本陳情を不採択することに反対の発言ですね。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）よろしいでしょうか。私は本陳情を不採択としたことに対
して、反対の討論を行います。
　既に皆さん御承知のように、農業者戸別所得補償制度というのは平成２２年からスター
トして、１０アール当たり１万５，０００円でスタートしました。約１億円ぐらいのです
ね、これはちょっと国の直接交付金ですから、具体的な数字をなかなか調べていません
が、面積から換算して、約１億円ありました。それから平成２５年に、１０アール当たり
７，５００円に下がりました。これは経営安定対策ということで、自民党政権になってか
ら単価も下がったわけですけども、やはり、今、政府はいわゆる大規模化、農業法人化を
進めていますけども、実際米をつくっている農家は大規模な農家ほど赤字で、経営を圧迫
してると。大規模農家ほど、本当に深刻なんですよね。そのことから、やっぱり価格補償
制度、戸別所得補償制度、これを来年度からも維持して、農業所得、稲作農家の安定を図
るべきだということで、強く国に求めていくべきだと考えます。以上であります。
○議長（村上　正広君）次に、本陳情を不採択とする賛成者からの発言を許します。
　８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）私は委員長報告のとおり、賛成の立場から討論いたしま
す。
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　国は平成２６年度より、新たな農業、農村政策の４つの改革を推進しております。その
中であって、主食米については、従来の生産供給過剰状態から、年々需要と供給のバラン
スがよくなってきておる現状であり、戸別所得補償制度の復活は農政改革全体の混乱を招
くので、委員長報告のとおり、賛成いたします。
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　陳情第３号の委員長報告は、不採択であります。よって、採決は、陳情の原案について
行います。
　本陳情を採択とすることに賛成とする議員の起立を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔賛成者起立〕
○議長（村上　正広君）起立少数であります。よって、本陳情は、委員長報告のとおり不
採択とすることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第９　発議第８号　及び　日程第１０　発議第９号
○議長（村上　正広君）タブレット１９ページから、日程第９、発議第８号、地方財政の
充実・強化を求める意見書提出について、日程第１０、発議第９号、教職員定数改善と義
務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０１８年度政府予算に係る意見書
提出について、以上、発議２件は一括議題といたします。
　各発議につき、提案の趣旨についての説明を求めます。
　総務教育常任会委員長、山本芳昭議員。
○総務教育常任委員会委員長（山本　芳昭君）
　　　　───────────────────────────────
　発議第８号
　　　　　　　　地方財政の充実・強化を求める意見書提出について
　上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第３項の規定により提出する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町議会　総務教育常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山　本　芳　昭
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　地方財政の充実・強化を求める意見書（案）
　２０１８年度の政府予算、地方財政の検討にあたっては、国民生活を犠牲にする財政と
するのではなく、歳入・歳出を的確に見積もり、人的サービスとしての社会保障予算の充
実、地方財政の確立をめざすことが必要である。このため、政府に以下の事項の実現を求
める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確
保をはかること。
２．急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保と地方
財政措置を的確に行うこと。
３．災害時においても住民の命と財産を守る防災・減災事業は、これまで以上に重要であ
ることから、２０１５年度の国勢調査を踏まえた人口急減・急増自治体の行財政運営に支
障が生じることがないよう、地方交付税算定のあり方を検討すること。
４．地域間の財源偏在性の是正のため、地方偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税
から地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。
５．各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証したう
えで、財政運営に支障が生じないよう対応をはかること。
６．上記の財源措置について、恒久的財源へと転換をはかるため、経常的に必要な経費に
振り替えること。
７．地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存しないものとし、対
象国税４税（所得税・法人税・酒税・消費税）に対する法定率の引き上げを行うこと。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県日野郡日南町議会
（提出先）
　内閣総理大臣　　安　倍　晋　三　様
　内閣官房長官　　菅　　　義　偉　様
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　総務大臣　　高　市　早　苗　様
　財務大臣　　麻　生　太　郎　様
　経済産業大臣　　世　耕　弘　成　様
　内閣府特命担当大臣（地方創生規制改革担当）　　山　本　幸　三　様
　内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）　　石　原　伸　晃　様
　　　　───────────────────────────────
　発議第９号
　　　　　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
　　　　　ための、２０１８年度政府予算に係る意見書提出について
　上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第３項の規定により提出する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町議会　総務教育常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山　本　芳　昭
　　　　───────────────────────────────
　　　　　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
　　　　　ための、２０１８年度政府予算に係る意見書（案）
　一人ひとりの子どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高める教育環境を実現するた
めには、少人数教育の推進を含む計画的な教職員定数改善が必要である。
　また、自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国の施策として定
数改善にむけた財源保障をすべきである。
　子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要
請であり、２０１８年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．少人数学級の推進のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を
２分の１にすること。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。
　　　平成２９年６月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県日野郡日南町議会
（提出先）
　内閣総理大臣　安　倍　晋　三　様
　財務大臣　麻　生　太　郎　様
　文部科学大臣　松　野　博　一　様
　総務大臣　高　市　早　苗　様
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）これより各発議に対する質疑を許します。
　質疑のときは発議番号をお示しの上、質疑をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　討論、採決は発議ごとにこれを行います。
　日程第９、発議第８号、地方財政の充実・強化を求める意見書提出についての討論を許
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　発議第８号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本件は、原案のとおり可決され
ました。
　日程第１０、発議第９号、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をは
かるための、２０１８年度政府予算に係る意見書提出についての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　発議第９号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
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　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本件は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１１　議員派遣の件
○議長（村上　正広君）日程第１１、議員派遣の件を議題といたします。
　今後予定されております議員派遣の件については、タブレット２３ページから２５ペー
ジのとおりであります。
　お諮りいたします。議員派遣について御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議員派遣の件は、タブレット
２３ページから２５ページのとおり決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１２　委員会の閉会中の継続調査について
○議長（村上　正広君）日程第１２、委員会の閉会中の継続調査についてを議題といたし
ます。
　委員会の閉会中の継続調査については、タブレット２６ページの申出書の記載のとお
り、議会運営委員会、総務教育常任委員会、経済福祉常任委員会、議会広報常任委員会、
中心地域整備に関する調査特別委員会、行政調査特別委員会、以上、それぞれの委員長か
ら、次期定例会が招集されるまでの間、閉会中の継続調査の申し出がありました。
　お諮りいたします。各委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査に付することに御異
議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、委員長の申し出のとおり、閉会
中の継続調査に付することに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）ここで、町長から発言が求められていますので、これを許しま
す。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）６月１３日から本日まで４日間の６月定例会でありました。提出
いたしました全議案につきまして御承認をいただきまして、ありがとうございました。
　図らずも、国会のほうもきょうが最終日となっております。先ほど日南町議会におきま
しても意見が分かれましたテロ等準備罪等も強行採決というふうなことになっておりま
す。私自身はテロ等準備罪については賛成の立場をとるわけでありますけども、いずれに
しましても、やはり論議が不十分であったなと、先ほどありましたように、いろいろな意
見が出てくる、不安が出てくるのというのも、論議が不十分であったというふうに思って
おりますし、説明責任の必要性というのを、私どもの議会の運営を含めてですね、深く感
じるところであります。
　ただ、１点、やっぱり申し上げておきたいのは、いわゆる今は極左のテロとか宗教上の
テロとかということが言われておりますけども、かつて日本では五・一五事件、二・二六
事件というふうな国家テロといいますか、軍隊によるクーデターというふうなテロも発生
したわけでありますので、そういうふうなことに対しても、やはりしっかり国民の目をで
すね、監視していかなければいけないということだけは申し上げておきたいというふうに
思っております。
　また、現在、加計学園の問題につきましていろいろな報道がなされております。これの
幕引きを図るための今回早期の採決ではないかというふうなことも言われるわけでありま
すけども、やはりこれにつきましてもしっかり原因究明、そして責任のあり方、所在を明
らかにすることが必要ではないかなというふうに思っております。国会が終わったから、
それで終わったということではないというふうに思っております。
　本議会におきましても、日南町議会におかれましては７月５日から日南町で行いますさ
まざまな事業に対して、一緒になって調査をしようというふうなことで、議員の皆さんも
研修をしていただくようにしております。私どももできる限り一緒になって参加をして、
いろいろな意見を交わしながら、よりよいまちづくりを進めていきたいというふうに思っ
ております。ぜひとも、国におきましても、臭い物にふたをするというふうなことではな
くて、徹底的に洗い出していただきたいというふうなことを、非常に町村の立場から言う
のはおこがましいというふうに思っておりますけども、それが国民なり町民の声だという
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ふうに私は信じておりますので、そのことを申し上げまして、６月定例会の最終日の挨拶
とさせていただきます。御協力ありがとうございました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）お諮りいたします。今期定例会に付議された案件は、以上をもっ
て全て議了いたしました。これをもって会議を閉じ、今期定例会を閉会いたしたいと思い
ますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、平成２９年第４回日南町議会定
例会の会議を閉じ、閉会といたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時２０分閉会
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　　議長挨拶
○議長（村上　正広君）閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。
　今期定例会は６月１３日から本日まで、４日間と短期間ではありましたが、慎重審議を
いただき、全議案議了し、閉会を迎えました。議員各位から寄せられた質問、意見を真摯
に受けとめ、反省し、今後の町政発展の一助にしていただきたいと思います。各位の御尽
力に厚くお礼を申し上げます。
　梅雨に入りましたが、空梅雨の様相を来しています。梅雨末期に大雨による災害が来る
ことがあります。十分注意をしていただきたいと思います。
　昨年４月２２日にオープンした道の駅にちなん日野川の郷が、町内外から多数の皆様に
御来場いただき、１年を経過し、入場者数１６万人を超えました。御利用いただいた皆様
に厚くお礼を申し上げます。出荷者協議会の会員数も１５５名を超え、これから高原野菜
の本番を迎え、日南町のよさをアピールする絶好の季節となります。町民各位のより一層
の御協力をお願いしたいと思っております。
　先ほどありましたけども、国において、退位特例法の改正がなされ、２０１９年元旦か
ら新たな元号でスタートをすることが有力視されています。また、共謀罪の成立要件を含
む、テロ等準備罪を新設する組織犯罪処罰法の改正案が、良識の府と言われる参議院で禁
じ手の委員会採決を省略し、本会議で中間報告の後、可決成立をいたしました。また、昨
年実施された参議院選挙において、全国で唯一参議院議員がいない県となりました。ぜひ
とも、次回選挙までには合区が解消され、人口の少ない県からも一人の議員が選出され
る、地方の声が国政に届く憲法改正を含む制度改正を期待をしています。
　安倍一強と言われ、総理の意向、そんたくという言葉が頻繁に使われ、公平公正の言葉
がむなしく響いてきます。総理の一言で憲法９条の改正も加速されそうであります。我々
地方議会人も政治の一翼を担う者として、多くの住民と触れ合い、いろんな問題提起をい
ただき、住民福祉の向上につながるよう努力することをお願いを申し上げ、閉会の御挨拶
といたします。
　　　　───────────────────────────────
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